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研究成果の概要（和文）：超高齢者の寿命と口腔の関係を明らかにするため、85歳207名と80歳827名の住民で12年間と
17年間の調査を実施。80歳住民824名中、生死確認者750名。生存者88名、死亡者662名。心血管病死167名、呼吸器疾患
死134名、癌死99名。80歳17年間追跡調査で、全対象者の咀嚼良好群と不良群の生存率に差を認めた。男性咀嚼良好群
と不良群、咀嚼良好群とやや不良群、咀嚼やや良好群と不良群にも生存率の差を認めた。女性では咀嚼と生存率に関係
がなかった。残存歯数と生存率の間にも関連がなかった。85歳住民12年間追跡調査では咀嚼と生存率、歯数と生存率に
関連がなかった。

研究成果の概要（英文）：We performed prospective cohort studies of 17-year follow-up in an 80-year-old 
resident and of 12-year follow in an 85-year-olds, in which an association between life span and tooth 
number or chewing was examined. Of 824 80-year-olds, 88 were alive, 662 were dead. Of 662 deaths, 
cardiovascular deaths were 167, respiratory 134, and cancer 99 (15.0%). In 80-year-olds, a difference in 
survival rates was found between best chewing ability group and worst chewing for all subjects. 
Similarly, in men, survival rates were higher in best chewing group than in worst, in best chewing than 
in slightly worse, and in slightly better group than in worst, while no associations were found between 
chewing group and survival rate in women. Number of teeth was not related to survival rates in all 
subjects, men, or women. In 85-year-olds, no significant association were found between survival rate and 
chewing or number of teeth in all subjects, men, or women.

研究分野： 医歯薬学

キーワード： 予防歯学　死亡率　高齢者
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１．研究開始当初の背景 
「口腔と全身の関係」に関しては、歯周病

と糖尿病・動脈硬化性疾患・誤嚥性肺炎など
との関係が周知の事実となっている。それで
は、口腔の状態により我国第２位死因の心臓
疾患、第３位の脳血管障害、第４位の肺炎に
よる死亡が異なるのか？この点について前
向きに調査で証明する。 
 これまで応募者は「高齢者における口腔と
全身の関係」に関して多くの Evidence を報
告してきた。我々の研究成果と国内外の研究
成果を踏まえて、本研究では８０歳に８５歳
を対象として加え、超高齢者での「口腔の機
能や状態と生存率・寿命の関係」について１
０年間と１７年間の前向きコホート調査で
解明する。 

 
２．研究の目的 
我々の研究目的は、「高齢者における口腔

と全身の関係」を解明する事である。特に本
研究では「超高齢者・後期高齢者における寿
命と残存歯数・咀嚼能力の関係」を明らかに
したい。具体的には「８５歳２０７名と８０
歳８２７名の地域住民を対象とした１２年
間と１７年間の死亡・死因の追跡コホート調
査」を実施する。 

 
３．研究の方法 
本申請研究の対象者は平成１５年１０月

と１１月に実施した健診を受診した福岡県
北九州市戸畑区、宗像市、行橋市、豊前市、
豊津町、築城町、苅田町、勝山町、新吉富村
の１区・３市・４町・１村在住の大正６年生
まれの８５歳者２０７名（全住民参加率
30.1％）及び平成１０年の健診を受診した８
０歳者８２７名（参加率 64.5％）である。こ
の平成１５年と平成１０年の健診会場では
口腔診査（歯冠・歯根状況、歯周状況、補綴
物状況・補綴必要性）、口腔関連アンケート、
顎関節症状・顎関節症有無、嚥下機能、咬合
状態（アイヒナー指数）、舌苔採取・カンジ
ダ検診、唾液採取、パノラマ撮影とともに全
身状態聴取・判定（ADL 厚労省寝たきり度判
定、QOL アンケート、生活習慣アンケート、
日常生活活動状況調査、健康質問票）、血圧・
身長・体重・視力測定、採血、骨密度測定、
心電図測定、内科診察、運動能測定を実施し
た。 
本申請研究ではこの２つの断面調査（８５

歳者２０７名と８０歳者８２７名）の生存・
死亡予後調査を平成２４～２７年度に実施
する。調査では生存・死亡の区別だけではな
く死亡者に関しては死因と死亡の年月日を
把握する。全死亡率と死因別死亡率を上記の
２つの断面調査時に得た口腔・全身の健診結
果を用いて影響因子の影響を除外し時間の
影響を考慮した統計学的手法で検討する。 
 
４．研究成果 
（1）平成２４年度 

平成 24年度は平成 22年度に生存を確認し
た 276 名と生死が不明であった 42 名と死因
が不明であった 77名の合計 395名に健康（生
死）確認と死亡者では死因・死亡年月確認の
ための返信付封書を郵送した。このうち 155
名で返信のアンケートを回収、142 名で未回
収、住所不明で戻ってきたもの 98 名であっ
た。アンケートを回収できた 155 名中、生死
を確認できたもの 66 名（生存 3 名、死亡 63
名）であった。死亡 63 名中死因を特定でき
たもの 57 名、死因不明であったもの 6 名で
あった。 
（2）平成２５年度 
395名の今回調査対象者中147名が生存し、

178 名が死亡し、70 名が生死不明であった。
死亡が確認された 178 名中、死亡原因と死亡
時期が確認できたものが 104 名、死亡原因も
死亡時期も不明であったものが 59 名、死亡
原因は特定できなかったが死亡時期は特定
できたものが 15 名であった。死因が特定で
きた 104 名中死因の主要疾患は老衰 31 名、
肺炎 21 名、心不全 14 名などであった。 
Ｈ10年～Ｈ25年 5月 31日時点までを全体

でまとめると、平成10年に80歳であった823
名の対象者中 15年後の現時点で 95歳の生存
者 147 名、死亡者 606 名、生死不明者 70 名
であった。生死判別者だけを対象とすると、
生存率 19.5％、死亡率 80.5％と 4/5 が死亡
していた。平成 25 年に 16年目の追跡を行う
予定である。 
平成 15年に 85歳であった 207名の対象者

中 10 年後の現時点で 95 歳の生存者 70 名、
死亡者 120 名、生死不明者 17 名であった。
生死判別者だけを対象とすると、生存率
36.8％、死亡率 63.2％であった。 
（3）平成２６年度 
平成 26 年度調査では、Ｈ25 年度追跡の生

存者 147名と H25年度調査訪問した際に確認
が得られなかった「死亡原因不明」2 名と住
所不明「所在不明」8 名の合計 157 名の追跡
訪問を実施した。157 名（男 36 名、女 121 名）
中で生死を確認できたものが 150 名、生死不
明者 7名であった。生死確認者 150 名中の生
存者 104 名（男 21 名、女 83 名）、死亡者 46
名（男 15 名、女 31 名）であった。死亡 46
名中死因を把握できた者 40 名、死因が不明
であった者 6名であった。死因を把握できた
40 名中、老衰 19 名、心血管病 7 名（脳卒中
3名、心不全 2名、心筋梗塞 2名）、肺炎 6名、
悪性新生物 5 名（前立腺癌 2 名、膵癌 1 名、
胆管癌 1 名、胃癌 1 名）、腎不全 2 名、呼吸
不全 1名であった。 
（4）平成２７年度 
97 歳の 102 名中、生存確認 71 名、死亡確

認 26 名、生死不明 5名であった（表４）。死
亡確認された 26名中 24名で死因を把握でき
た。確認された死因は、老衰 9名、肺炎 8名、
心不全 3名、脳梗塞 2名、腎不全 1名、肺塞
栓 1名であった。 
（5）平成２４年度～平成２７年度の４年間



を通して 
平成 24 年度・25 年度・26 年度・27 年度の

4年間にわたる本研究で、平成 10 年に開始し
たコホート追跡調査を前向きに 17 年間実施
した。平成 10 年の時に 80 歳であって本研究
の健診に参加した住民 824 名中、平成 10 年
～17 年の 17 年間で生死を確認できた者 750
名、生死不明の者 74 名であった。生死を確
認できた者 750名中、生存者 88名（11.7％）、
死亡者６６２名（88.3％）であった。死亡を
確認できた 662 名中心血管病死 167 名、癌死
99 名、呼吸器疾患死 134 名、老衰死 104 名で
あった。 
（6）１７年間前向き追跡調査から見た歯と
死亡率の関係 
①８０歳住民の前向き１７年間追跡調査結
果 
 １５の食品を何個かめるかで、咀嚼良好群
（１５個咀嚼）、咀嚼やや良好群（１０～１
４個咀嚼）、咀嚼やや不良群（５～９個咀嚼）。
咀嚼不良群（４個以下咀嚼）の４群に分けた。 
全対象者で Kaplan-Meier を用いた Log Rank
テストにおいて、咀嚼４群間に有意差を認め
なかった。咀嚼２群間の比較では、咀嚼良好
群と咀嚼不良群の生存曲線に有意の差を認
めた（Ｐ＝0.03）。男性だけの Kaplan-Meier
を用いた Log Rank テストで、咀嚼４群間に
有意差を認めた（Ｐ＝0.004）。また、咀嚼２
群間の比較では、咀嚼良好群と咀嚼不良群の
生存曲線に有意の差を認めた（Ｐ＝0.001）。
咀嚼良好群と咀嚼やや不良群にも有意の差
があった（Ｐ＝0.010）。また、咀嚼やや良好
群と咀嚼不良群にも差を認めた（Ｐ＝0.011）。
女性だけの Kaplan-Meier を用いた Log Rank
テストで、咀嚼４群には差を認めず、またい
ずれの２群間でも有意差を認めなかった。 
 残存歯数で残存歯多数群（２０～３０本）、
残存歯数やや多数群（１０～１９本）、残存
歯数少数群（１～９本）、残存歯数無群（０
本 ） の ４ 群 に 分 け た 。 全 対 象 者 の
Kaplan-Meier Log Rank テストで、残存歯数
４群には差を認めず、またいずれの２群間で
も有意差を認めなかった。男性だけの
Kaplan-Meier Log Rank テストで、残存歯数
４群には差を認めず、またいずれの２群間で
も有意差を認めなかった。女性だけの
Kaplan-Meier Log Rank テストで、残存歯数
４群には差を認めず、またいずれの２群間で
も有意差を認めなかった。 
 
②８５歳住民の前向き１２年間追跡調査結
果 
全対象者において、Kaplan-Meierを用いた

Log Rankテストで、咀嚼４群に差を認めず、
いずれの２群間にも有意な差を認めなかっ
た。男性を対象にしたKaplan-Meier Log Rank
テストで、咀嚼４群に差を認めず、いずれの
２群間にも有意な差を認めなかった。 
女性だけのKaplan-Meier Log Rankテストで、
咀嚼４群に差を認めず、いずれの２群間にも

有意な差を認めなかった。 
全対象者では、Kaplan-Meier Log Rank テ

ストで、残存歯数４群に差を認めなかった。
各２群間では、残存歯数無群と残存歯数少数
群に差を認めた（P=0.034）が、他の２群間
で は 差 を 認 め な か っ た 。男 性 だ け の
Kaplan-Meier Log Rank テストでは、残存歯
数４群に差がなかった。いずれの２群間にも
有意な差を認めなかった。女性だけの
Kaplan-Meier Log Rank テストでは、残存歯
数４群に差を認めず。いずれの２群間にも有
意な差を認めなかった。 
（7）まとめ 
８５歳２０７名と８０歳８２７名の地域

住民を対象として１２年間と１７年間の死
亡・死因の追跡前向きコホート調査を実施し
た。平成１０年の時に８０歳であって本研究
の健診に参加した住民 824 名中、平成 10 年
～17 年の１７年間で生死を確認できた者７
５０名、生死不明の者７４名であった。生死
を確認できた者７５０名中、生存者８８名
（11.7％）、死亡者６６２名（88.3％）であ
った。死亡を確認できた６６２名中心血管病
死１６７名、癌死９９名、呼吸器疾患死１３
４名、老衰死１０４名であった。 
８０歳住民の前向き１７年間追跡調査で、

全対象者の咀嚼良好群と咀嚼不良群の生存
率に有意の差を認めた。男性の咀嚼良好群と
咀嚼不良群、咀嚼良好群と咀嚼やや不良群、
咀嚼やや良好群と咀嚼不良群にも生存率の
有意差を認めた。女性では咀嚼と生存率に有
意差を認めなかった。残存歯数群と生存率の
間には全対象者、男性、女性いずれも有意な
関連を認めなかった。８５歳住民の前向き１
２年間追跡調査では咀嚼と生存率、残存歯数
と生存率に関連を認めなかった。 
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